
必要工具

鉛筆 ドライバー 水平器レンチ

インパクトドライバー

スケール

ドリルビット  

施工上の注意:
ドア重量が26㎏と重く、吊り込みレールは強度的にしっかりした壁面への設置が必要で
す。取付に関しては、説明書を事前に確認の上で行ってください。

レール

2X

スペーサー

5X

ラグボルト

5X

ハンガー

2 Sets

ストッパー

2X

6角レンチ 

1X2X

フロアーガイドラバーエンド

2X
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製品寸法
1. ドアパネル︓高2032mm x 幅711 mm x 厚30mm
2. レール︓長さ1830mm x 幅4０ｍｍ
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1.2
水平器でレールの水平
を確認します。

1.1

コンクリート壁の場合、ドリルビットで下穴加
工をした上で、アンカーを挿入してラグボルト
で設置します。

間仕切り壁の場合、直接ラグボ
ルトで下地材に設置します。

A

B

レールを連結します。 レールを壁面にあてて、ラグボルト位置を
墨出しします。レールの設置高さはレール
上端で床面から2097㎜が基準です。

レールと壁面の間にはスペーサーを挿入します。

381 mm
381 mm

381 mm
381 mm

381 mm
381 mm

381 mm
381 mm

STEP 1

/”

ドアパネルには予めハン
ガー用の下穴を加工してあ
ります。
ボルトナットを用いてハン
ガーを取付てください。

ラバーエンドは、吊り込みの際に邪魔になるので、オ
フセットした位置（ラバーエンドが飛び出す）に取付
します。扉吊り込み後、ラバーエンドを回転させて、
ドアパネルの厚さの中に納めます。下穴をあけて、ビ
スで設置します。

ラバーエンドは、ドアパネルが持ちあ
がりレールとの接触を避ける為のもの
です。扉吊り込み時に邪魔になるの
で、吊り込み後に回転させて納めます。

扉を仮吊り込みして、の振れ止め用
のフロアーガイドが扉下端の溝に入
る位置を検討し、墨出しします。

STEP 2

＊間仕切り壁内部には、下地材による補強が必須です。



ドアストッパーの位置は開閉に使いやすい
位置を調整し、六角レンチで固定します。

扉を吊り込み後、ラバーエンドを回転し戸
厚の中に納めた後、ドアストッパーをレー
ルに設置します。

Type 1

Type 2

扉を一旦外し、フロアーガイドを設置します。
扉の可動域の範囲内に納まる位置であることを確認
し、設置します。
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STEP 3

STEP 4
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